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　１月 14 日、市総合計画等審議会（倉
く ら た

田富
と み お

夫会長）
から、市が現在策定を進めている第３次総合計画
の素案について、「おおむね妥当」とする答申書が
提出されました。提出に際し倉田会長は、今後の
推進にあたっては、人口減少や少子高齢化を踏ま
えた持続可能なまちづくりの実現や協働のまちづ
くりの推進、市民意見の反映、評価と検証を行い
ながら着実に実行することなどを市に求めました。

第３次小林市総合計画「妥当」
市総合計画等審議会が答申

持続可能なまちづくりの実現など要望

　１月 15 日、市職員を対象とした「多文化共生
職員研修」を開催しました。これは、市が掲げる
国籍や言語に関わらず、誰もが安心して暮らせる
まちづくり推進の一環で取り組むもの。講師には
宮崎ドイツ語文化センター会長の国

く に さ き

崎さやか氏が
登壇。職員らは「異文化コミュニケーション」を
テーマに、窓口対応のポイントや基礎知識を学び、
多文化共生への理解を深めました 。

多文化共生のまちづくりを
市職員が窓口対応の心得学ぶ

言葉の壁越え 円滑な市民サービス図る

03 小林人／こばやし霧島連山絶景ウオーク
実行運営委員長　岡本 直一郎さん

笑顔輝く！二十歳を祝うつどい

表紙は、大人の門出を祝う「令和８年二十歳
を祝うつどい」での１枚。参加者は、式典終
了後も友達との写真撮影や会話を楽しんでい
ました。サプライズで家族に感謝を込めた花
束を渡す場面も見られ、人生で一度きりの特
別な１日を過ごしました。（詳細は４～５㌻）


